
令和７年５月 

 

６月の行事等 

   3日(火) 前期中間考査 

  ～6日(金) 
全 

  6日(金) 進路部長講話 1年 

  9日(月) 文理選択進路講話 1年 

 13日(金) 漢字検定 全 

 15日(日) 全商ビジネス計算 

          実務検定 
全 

 21日(土) 総合学力記述模試 

      ﾍﾞﾈｯｾ総合学力ﾃｽﾄ 

3年 

1･2年 

 21日(土) 秘書検定 全 

 22日(日) 全商簿記実務検定 2･3年 

 29日(日) 全商ビジネス文書 

          実務検定 
全 

北海道千歳高等学校  

 開校 ７６周年（７７年目） 

  商業科設置 ６９周年 

 （国際流通科学科転換 ２６周年） 

 

 掃除！ 
 家庭はもちろん、学校に通う日々のなかで、当たり前の作業となっている掃除。毎日、そして節目には

大掃除という形で君たちは取り組んでいますが、そこでどの様な形で君たちは取り組んでいることでしょう。

日々、これまで生徒の皆さんの掃除への取り組む姿勢を見ていると、そこには大きな個人差が見受けら

れます。一言で表すのであれば、どれだけ意識を持って作業に臨んでくれているかということです。よっ

て、これは一般的な学習に言える積み重ねのような年齢とともにできる様になるものではないため、下級

生でも出来る生徒がいれば、上級生でも出来ない人がいるという、やはり意識の差に表れているものと考

えます。私はこの職業にある者として、掃除への取り組みを大切にしているため、昨年度示した内容を次

のとおり再度記し、皆さんにお伝えします。 

 カー用品店で有名な大会社「イエローハット」。この

会社は掃除で大きくなったと言われています。創業者

の鍵山さん自身が掃除を20年継続したことを機に多く

の関係者の信頼を得、急速に大きくなったそうです。 

 では、掃除は何をもたらすのか。人は、いつも見てい

るものに心が似てくるもの。よって、身の回りをきれいに

しようと心掛けている人は心もきれいになっていく。つ

まり、心が磨かれていくことになります。また、掃除の

際、見える箇所だけではなく、見えない所や気がつき

にくい箇所をきれいにできるかどうかで、「気づく目」が

出来てきます。いろいろなこと、細かいことに気づく目

は、仕事をする上でも大切なこと。他人の変化に気づ

き気遣ってあげたり、相手の立場に立って考えてあげ

られることにも繋がり、その様な人の行為の積み重ね

は、携わる人たちに感謝の気持ちをも抱かせることで

しょう。それから、掃除の心を身に付けた人は、ゴミの

放置やポイ捨てはしないと思います。ポイ捨てする人

は、本当に軽い気持ちで捨てているのでしょうが、それ

を一つ一つ拾う人の心はどんなに「重い」ものか、捨て

る人は拾う人の気持ちに気づいていない。そして、ポイ

捨てを平気でやる人は、人の心をも一緒に捨てて

いると考えます。また、ゴミを拾う人は「どうして他の

人が捨てたゴミを自分が拾わなければならないの

か」と悲観せず、「他の人がそのゴミを見て嫌な気

持ちにならなくて済む」、つまり「他の人に小さな幸

せを与えられる」と考え、是非ゴミを「捨てる人」で

はなく、「拾う人」になって欲しいものです。 

 最後に、「一流の人間は始末ができる」と説く方

がいました。自分で出したゴミを片付けるという当

たり前のこと、この自分でやったことの始末ができる

かがとても大切だというのです。仕事で失敗した、ミ

スをした、迷惑を掛けた、トラブルが起きた、こんな

時こそその人の実力が試される。人間性が試され

るのです。簡単な自分の身の回りの始末ができな

い人が、もっと難しい仕事のミスの後始末ができる

はずがありません。まずは、身の回りのことから始

末ができるようにすべきでしょう。日頃から何気なく

行われている掃除ですが、意識を持つことで、自

身にも周りの人たちにも良い影響を与えてくれるの

です。 

 掃除をすると・・・ 
・ いろいろなことに「気づく目」ができる 

・ 「気づく人」になり、周りの人からの信  

 頼を得られる 

・ 様々な角度から見る「心の目線」が 

 育つ 

・ 「心を磨く」ことができる 

・ 「人として一流」の人間になれる 

・ トラブルの「後始末」ができる 

・ ゴミを拾うことで、他の「人を幸せに」 

 することができる 

 学校という場の清掃は、奉仕活動と言えるのかもしれません。他人の使用した箇所まできれいにしてあ

げる作業だからです。よって、この行為は他人のための気遣い・人への優しさとも言えるのではないでしょう

か。そして、同時にその優しさを皆さんも受けながら生活できる環境に置かれることに気づき、意識を持っ

て自発的に取り組んでくれることを願います。                     ※記載内容に文献引用 

 皆さんの本校での学びにおける大きな目標となる、検定資格取得に

向けた試験が始まります。考査も挟むため、計画的な学習が非常に

重要となるでしょう。取るべき時に確実に合格を決めていくことが、上

位級や多くの資格を取得するための道筋に大きく反映します。日々の

取り組みを大切に学習を進めていってください。 

 さて、２･３年生は認識済みのとおり、各種検定試験に向け左表のと

おり補習授業（放課後）が計画されています。基本的には学習の補充

を必要とする（力不足の）生徒が中心となりますが、難易度が高い資

格や直前までの毎日の取り組みが重要とされる検定では、全員対象

の授業も設定されます。 

 また、夏季・冬季講習会については、授業の一環として基本的に全

員が対象となりますので、心積もりの上、生活を送ってください（私事

や部活動等におけるやむを得ない予定を検討の際は、早めに科目担

当の先生に相談してください）。 

 なお、特に部活動に入部している生徒に伝えたいことがあります。そ

れは、補習授業により部活動がなおざりになってはいけないというこ

と。部活動はもちろん授業ではありませんが、君たち自身が決意のうえ

入部し活動しているもの。それぞれの目的を持ち、その達成に向け

日々取り組んでいるその時間も大切にすべきものです。よって、日頃

から学習へ取り組む姿勢を養い、分からないを放置せず、学習内容

の定着に向けた取り組みを継続していくことが求められます。全員対

象の補習授業を除き、力不足による学習補充から部活動不参加とな

らぬよう、文武両道どちらも両立し活動を進めていってください。 

 さて、学びの大切さは、流通科にかかわらず多くの先生が説いてい

ることと思われます。検定ももちろんその学びのなかの一つですが、生

徒のなかでは使えるものと使わないものとを区別し、取捨選択している

ような話しを耳にしたことがあります。そこで、あらためて私自身の考え

を伝えさせてもらいます。 

 ６月より、本格的に各種検定試験が開始されます 

 検定学習の意義 

図や写真

の説明を
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○様々な能力の伸張 検定に限った話しではありませんが、取り組んだ学

習内容に応じて、皆さんの多岐に渡る能力が育成されていきます。それは、

単純に学んだ知識・技術と直結することだけではありません。複合し絡み合

い、気がつかないところで様々な能力が高まっていくものです。この様々な能

力は、将来の職業への適応力ともなり、職業の選択肢を広げることに繋がる

ことでしょう。 

○学習方法が身につく 日頃から計画的な学習を促されていることと思

いますが、資格の取得目標数の多さやその難易度が上がるほど、計画的な

                   国際流通科通信 

令和７年度商業検定に係わる補習計画一覧(予定) 

試験実施日
 

試験名
 

補習予定期間
 

学年 

1 年 2 年 3 年 

 ６月１５日（日） 全商ビジネス計算実務検定 ６月 ９日（月）～１３日（金） ○ ○ ◆ 

 ６月２２日（日） 全商簿記実務検定 ６月１６日（月）～２０日（金） ◆ △ □ 

 ６月２９日（日） 全商ビジネス文書実務検定 ６月２３日（月）～２７日（金） ○ ○ ◆ 

 夏季検定講習会 ７月２５日（金）・２８日（月） （１･２年生）  

 ９月２８日（日） 全商情報処理検定 ９月２２日（月）～２６日（金） ○ ○ □ 

１１月 ９日（日） 全商ビジネス計算実務検定 １１月４日（火）～７日（金） ○ ◆ ◆ 

１１月２３日（日） 全商ビジネス文書実務検定 ※考査期間にあたるため未定 ○ ◆ ◆ 

 冬季検定講習会 １２月２３日（火）～２５日（木） （１･２年生）  

 １月１８日（日） 全商情報処理検定 １月１３日（火）～１６日（金） ○ △ □ 

 １月２５日（日） 全商簿記実務検定 １月１９日（月）～２３日（金） ○ □ △ 

 ２月 １日（日） 全商商業経済検定 １月２６日（月）～３０日（金） ○ □ ◆ 

※補習期間は予定であり、生徒の習熟度の状況により変更もあります。  

※実施時間については、全員が対象となる時間帯を終えた後、習熟度により延長が必要

とされる生徒がいる場合、該当生徒は継続して補習授業を行います。  

※上記記載以外の検定試験に係わり、補習が組まれることもあります。  

※○（全員受験）□（選択者全員受験）◆（任意受験）△（習熟度別受験）の表示は、

検定試験の申込対象者を示しています。  

※夏季講習会・冬季講習会は、１・２年生全員が対象となるものです（ただし、進学講

習を申し込んでいる生徒は進学講習を優先して受講してください）。  

組みの重要性を理解します。そして、日々の授業の大切さや時間の使い

方、工夫を考えさせられます。また、具体的な勉強方法も自然と身につい

てくるでしょう。身につけた検定学習を多方面にも活かしてください。 

○他人からの評価 取得した資格の内容や量は、君たちの高校生活の

努力の証（あかし）として評価される大きな材料です。例え、先方企業が求

めている資格ではなかったとしても、君たちの学習への取り組む姿勢や育ま

れてきた能力が推察できます。 

 あらためて、他学科にはないこの多くの機会を、自身の成長に役立てるた

めに、日々積極的取り組みに励んでください。 


